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学会発表 

信州骨粗鬆症セミナー（第 1 回） 2007 年 1 月 招待講演 

なぜ破骨細胞は骨組織に出現し、骨吸収を⾏うのか？：宇田川信之  

 

鶴⾒⼤学⻭学部口腔病理学ベンチサイドセミナー 2007 年 3 月 招待講演 

LPS と破骨細胞：宇田川信之 

 

⾦属の関与する生体関連反応シンポジウム（第 17 回）2007 年 6 月 

The EPR spectra of the Enzyme-Substrate (Lys-Ala-Naphthylamide) Complex in Cu(II)-Dipeptidyl 

Peptidase III：Hirose J, Kawaoka C, Ikeura T, Iwamoto H, and Fukasawa KM （薬学雑誌 Vol 127 

Suppl.2：p 46）  

 

千葉県東葛北部地区三校会特別講演 2007 年 7 月 招待講演 

骨代謝および骨の再生に関する最近の知⾒：宇田川信之 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）ミニシンポジウム 2007 年 7 月 招待講演 

骨吸収のバイオイメージング：宇田川信之 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

VGLUT1 遺伝子⽋損マウスは骨吸収の亢進により骨量減少を呈する：上原俊介，溝口利英，⼆宮 禎，中村

美どり，小林泰浩, 高橋直之, 宇田川信之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 227） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

Wnt5a は RANKL による破骨細胞分化を促進する：前田和洋，小林泰浩，溝口利英，中道裕子，山下照仁，

衣川さや，宇田川信之，丸毛啓史，高橋直之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 172） 



 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

破骨細胞の MAP キナーゼ p38 経路を制御する因子 Alix の同定：山下照仁，溝口利英，小林泰浩，⼆宮 禎，

宇田川信之，高橋直之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 206） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

In vivo において細胞周期の停止した破骨細胞前駆細胞(pOCP)は 5-FU 非感受性である：溝口利英，武藤

昭紀，細⽮明宏，中道裕子，山下照仁，小林泰浩，宇田川信之，伊藤充雄，高橋直之（第 25 回⽇本骨代謝

学会プログラム抄録集：p 275） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

M-CSF 非存在下における破骨細胞形成メカニズムの解析：中道裕子，宇田川信之，林 眞一，保田尚孝，

中村美どり，小林泰浩，高橋直之 （第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 228） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

sRANKL 誘導骨量減少モデルマウスを用いた 1 週間でできる薬剤評価：森かおる，小出雅則，富森賀也，

中道裕子，宇田川信之，保田尚孝（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 172） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

異所性骨に出現する破骨細胞は細胞周期の停止した破骨細胞前駆細胞 (pOCP) 由来である：武藤昭紀，溝

口利英，野口俊英，宇田川信之，高橋直之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 206） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

In vivo で局所骨吸収をフェニトイン (DPH) は抑制する：小出雅則，⼆宮 禎，衣川さや，溝口利英，小

林泰浩, 中村浩彰, 保田尚孝, 高橋直之, 宇田川信之 （第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 227） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

懸濁した多層化カーボンナノチューブは破骨細胞の分化・機能を抑制する：成田伸代, 小林泰浩，前田和

洋, 溝口利英，宇田川信之，高橋直之, 小澤英浩, ⻫藤直⼈（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：

p 277） 

 

⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

テトラサイクリン系抗生剤［Doxycycline(Dox)と Minocycline(Mino)］の骨吸収抑制作用：衣川さや，小

出雅則，⼆宮 禎，中村浩彰，小林泰浩，高橋直之，宇田川信之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録

集：p 232） 

 



⽇本骨代謝学会（第 25 回）2007 年 7 月 

重⼒負荷は卵巣摘出ラットにおいて骨密度を増加させる：川口杏夢，⼆宮 禎，中道裕子，中村美どり，

宇田川信之，高橋直之，高岡邦夫，脇谷滋之（第 25 回⽇本骨代謝学会プログラム抄録集：p 230） 

 

⽇本小児⻭科学会⼤会（第 45 回）2007 年 7 月 

加熱処理球状ヒドロキシアパタイトによる骨芽細胞の分化促進：浅⾒彩路, 中村美どり, 宇田川信之, 竹内

瑞穂, 中山 聡, 宮沢裕夫（第 45 回小児⻭科学会抄録集：p 243） 

  

⽇本小児⻭科学会⼤会（第 45 回）2007 年 7 月 

ヒト⻭髄細胞および⻭根膜細胞はヒト破骨細胞（破⻭細胞）の分化を促進する：内山真紀子, 中村美どり, 宇

田川信之, 岩崎浩, 宮沢裕夫（第 45 回小児⻭科学会抄録集：p 240） 

 

⻭科基礎医学会学術⼤会（第 49 回）2007 年 8 月 

破骨細胞におけるトランスサイトーシスと L-グルタミン酸シグナル：上原俊介（J Oral Biosci 49 

Supplement：p 25, 2007） 

  

⻭科基礎医学会学術⼤会（第 49 回）2007 年 8 月 

フェニトイン（DPH）は局所骨吸収を抑制する：小出雅則，⼆宮 禎，小林泰浩，中村浩彰，宇田川信之，

高橋直之 （J Oral Biosci 49 Supplement：p 100, 2007） 

 

⻭科基礎医学会学術⼤会（第 49 回）2007 年 8 月 

重⼒負荷は卵巣摘出による骨密度低下を是正する：中村美どり, ⼆宮 禎, 中道裕子, 中村浩彰, 高橋直之, 

宇田川信之 （J Oral Biosci 49 Supplement：p 99, 2007） 

  

硬組織再生生物学会（第 16 回）2007 年 9 月 

MAP キナーゼ p38 は成熟破骨細胞の延命を亢進する：山下照仁，小林泰浩，田中 栄，宇田川信之，高橋

直之（第 16 回硬組織再生生物学会プログラム抄録集：p 23） 

 

硬組織再生生物学会（第 16 回）2007 年 9 月 

Diphenylhydantoin（DPH）による局所骨吸収の抑制作用：小出雅則，⼆宮 禎，小林泰浩，中村浩彰，

宇田川信之，高橋直之（第 16 回硬組織再生生物学会プログラム抄録集：p 35） 

 

⽇本⻭周病学会（第 50 回秋季⼤会）2007 年 9 月 

BMP-2 誘導性の異所性骨における破骨細胞形成機構の解析：武藤昭紀, 溝口利英, 宇田川信之, 高橋直之, 

吉成伸夫, 野口俊英（⽇⻭周誌 49（秋季特別号）：p 196） 

 



食品酵素化学研究会 2007 年 9 月 

Dipeptidylpeptidase III 中の亜鉛イオンを銅イオンで置き換えた Cu-Dipeptidylpeptidase III の性質―

EPR から⾒た基質との相互作用―：廣瀬順造，岩本博⾏, 深澤加輿子（講演要旨集：p 3） 

  

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

VGLUT1 KO Mice Develop Osteopenia due to an Increase in Osteoclastic Bone Resorption : Uehara 

S, Senoh S, Nakamura M, Ninomiya T, Mizoguchi T, Kobayashi Y, Hua Z, Edwards RH, Moriyama Y, 

Takahashi N, Udagawa N (J Bone Miner Res 22, Suppl 1; S252, 2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

An Osteoclast Niche Is Composed of 5-FU-insensitive Osteoclast Precursors In Vivo : Mizoguchi T, 

Muto A, Hosoya A, Yamashita T, Kobayashi Y, Ninomiya T, Nakamichi Y, Udagawa N, Ito M, 

Takahashi N (J Bone Miner Res 22, Suppl 1 : S082/M082,2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

Wnt5a Enhances RANKL-induced Osteoclastogenesis : Maeda K, Kobayashi Y, Mizoguchi T, 

Nakamichi Y, Yamashita T, Kinugawa S, Udagawa N, Marumo K, Takahashi N (J Bone Miner Res 22, 

Suppl 1 : 1149,2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

M-CSF independent mechanisms for osteoclastogenesis : Nakamichi Y, Udagawa Ｎ, Yasuda H, 

Nakamura M, Kobayashi Y, Takahashi N (J Bone Miner Res 22, Suppl 1: S380,2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

One Week Evaluation of Pharmaceuticals in sRANKL-injected Osteopenia Model Mice : Yasuda H, 

Mori K, Nakamichi Y, Koide M, Udagawa N, Tomimori Y (J Bone Miner Res 22, Suppl 1: S445,2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

Hypergravity Prevents Bone Loss in Rats Following Ovariectomy : Kawaguchi A, Ninomiya T, 

Nakamichi Y, Nakamura M, Udagawa N, Takahashi N, Kato H, Takaoka K, Wakitani S (J Bone Miner 

Res 22, Suppl 1: S488, 2007) 

 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

Osteoclasts Generated in Ectopic Bone Are Derived from Postmitotic Osteoclast Precursors 

(pOCPs): Muto A, Mizoguchi T, Noguchi T, Udagawa N, Takahashi N (J Bone Miner Res 22, Suppl 1; 

S380, 2007) 



 

29th American Society for Bone and Mineral Research (ASBMR) Annual Meeting, September, 2007 

Tetracyclines [Doxycycline (Dox) and Minocycline(Mino)] Effectively Inhibit Osteoclast 

Differentiation and Function : Kinugawa S, Koide M, Ninomiya T, Nakamura H, Kobayashi Y, 

Takahashi N, Udagawa N (J Bone Miner Res 22, Suppl 1:S154, 2007) 

 

薮田セミナー酵素化学ミニシンポジウム「酵素化学において過去⼗年間に解明されこと、今後 10 年間に解

明すべきこと」2007 年 9 月 

⾦属ペプチダーゼの亜鉛結合部位とその性質：廣瀬順造, 深澤加輿子 （講演要旨集：p 3） 

 

東京⼤学分子細胞生物学研究所 核内情報研究分野セミナー 2007 年 11 月 招待講演 

破骨細胞の分化と骨吸収を司る骨芽細胞の役割：宇田川信之 

 

松本⻭科⼤学学会例会（第 65 回）2007 年 11 月 

生体内における破骨細胞の出現部位決定機構の解析：武藤昭紀, 溝口利英, 吉成伸夫, 野口俊英, 宇田川信

之, 高橋直之 

 

⽇本分子生物学会年会⽇本生化学会⼤会合同⼤会（第 30 回，第 80 回）2007 年 12 月 

Identification of amino acid residues on Aminopeptidase B involved in binding to the substrate : 

Fukasawa KM, Hirose J, Hata T, Ono Y （講演要旨集：p 579） 

 

フェニトイン（DPH）は破骨細胞分化と機能を阻害して骨吸収を抑制する：小出雅則, ⼆宮 禎，溝口利英，

衣川さや，武藤昭紀，野口俊英，高橋直之，宇田川信之（第 5 回⽇本⻭科骨粗鬆症研究会プログラム抄録

集：p 48） 

 

日本学術振興会科学研究費補助⾦による研究 

若⼿研究（スタートアップ）破骨細胞によるトランスサイトーシスを介したグルタミン酸分泌の制御機構

と意義の解明：上原俊介 

  

基盤研究（Ｂ）破骨細胞のトランスサイトーシスによる骨代謝制御機構の解明：宇田川信之，中村浩彰，

溝口利英，⼆宮 禎，中道裕子，上原俊介 

 

基盤研究（Ｂ）⻭の萌出不全マウスを用いた異所性骨形成促進機構の解析 : 宮沢裕夫，中村美どり，中村

浩志，中村浩彰，小出雅則，宇田川信之 

   



基盤研究（Ｃ）新規レチノイド X 受容体リガンドによる骨量増加作用の解析：中村美どり，宮沢裕夫，中

村浩志，⼆宮 禎，上原俊介，宇田川信之 

 

基盤研究（Ｃ）骨吸収を促進する Nod シグナルの解析：楊淑華，上松隆司，古澤清文，高橋直之，宇田川

信之，中道裕子，高橋昌宏 

  

基盤研究（Ｃ）タキサン系抗癌剤による腫瘍随伴性骨吸収の抑制機構の解明：高橋昌宏，上松隆司，宇田

川信之，山下照仁 

  

萌芽研究 骨吸収抑制因子としてのプロスタグランジン E2 の作用解析：中村浩志，宮沢裕夫，中村美どり，

中道裕子，上原俊介，宇田川信之 

 

萌芽研究 転写因子 AP-1 や NF-κB と協奏的に働く破骨細胞の分化因子のクローニング：宮沢裕夫，中村

浩志，中村美どり，宇田川信之，山下照仁，小出雅則 

 

その他 

上原俊介（2007）破骨細胞分化および破骨細胞―骨芽細胞カップリングの調節因子としてのスフィンゴシ

ン１―リン酸（文献紹介）THE BONE 21：264 

 

松本⻭科⼤学推進研究費による研究 

L-グルタミン酸による骨吸収抑制機構の解明：上原俊介 


